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身体的共創を生み出すサイバネティック・アバター技術と社会基盤の開発 

研究開発項目 

５．多様性と包摂性を拡大するＣＡ社会の共創的デザイン （社会共創研究グループ） 
 

２０２３年度までの進捗状況 

１．概要 

 

 

ＣＡで障碍や社会課題を 

克服し、Well-being な 

ライフスタイルをつくる 

 

生まれ持った身体の個人差に依らず、個々の能力を最大限

に発揮し、身体・空間・社会的な制約を超えて活動できるサイ

バネティック・アバター（ＣＡ）社会の実現に向けて、障害・高齢

化など様々な社会課題の当事者との共創を実践します。これ

らの当事者との共創を通じて、ＣＡがもたらす未来の暮らし・働

き・学び・楽しみを具現化することで、目標１が目指す「サイバ

ネティック・アバター生活」の実現に貢献します。 

 

 

ＣＡを通じた障碍克服の実践的研究 

吉藤 健太朗  （株式会社オリィ研究所） 

   

 

身体的共創の産業応用的実装と評価 

安藤 健 

（パナソニックホールディングス株式会社） 

 

 

(1) 障害当事者の就労の場である分身ロボットカフェ DAWN 

ver.β において認知拡張、並列化、技能融合の 

各コア技術を適用した実証実験を実施 

(2) Ars Electronica における Golden Nica（最優秀賞）など国内

外の受賞 

(3) 障害当事者参画のもと、移動台車型ＣＡの屋外走行の実

証実験を実施 

(4) 特別支援学校の生徒による分身ロボットのトレーニング・

就労体験プログラムを実施 

分身ロボットカフェ DAWN ver.β では、77 名のパイロットと呼

ばれるＣＡ操作者が自宅や病院から分身ロボットを操作し、来

客との会話や配膳などのカフェサービスの提供を実現してい

ます。パイロットには、ALS、SMA、筋ジストロフィー、心疾患、

脊髄損傷など、上肢下肢障害の当事者が多く含まれています。 

(1)では、2023 年にＣＡを活用した障害当事者の新たな働き方

の実証実験を実施しました。実証実験では３つのＣＡ技術を接

客に展開し、①当事者自身がカスタマイズしたバーチャル上の

キャラクターを用いた接客、②複数のＣＡを並列に操作する接

客、③2 人が１体のＣＡを操作し遠隔から協力しケーキ等のトッ

ピングを行うサービスを実施し、ＣＡを用いた長期的な就労が

もたらす影響について検証しました。 

(2)では、分身ロボットカフェ DAWN ver.β が、世界的な賞であ

る Ars Electronica Golden Nica（デジタルコミュニティー部門最

優秀賞）や、グッドデザイン賞大賞、ドバイ・ザイードサステナビ

リティアワード入賞など、国内外の賞を受賞しました。 

(3)では、神奈川県藤沢市において、障害当事者が操作する

アバターロボットと、別の操作者が操作する移動台車を組み合 

   
(1) 分身ロボットカフェにおける、認知拡張、並列化、技能融合ＣＡの

各コア技術を適用した実証実験 

 

   

(2) Ars Electronica  

 Golden Nica 受賞 

(3) 障害当事者によ

る移動台車型ＣＡ公

道走行実証実験 

(4) 特別支援学校 

の生徒によるＣＡ 

就労体験プログラム 

わせた融合型ＣＡを構築し、屋外を走行しながら街の紹介や接

客・販売などをする実証実験を実施しました。案内を行うアバ

ターロボットの操作者と、複数台の移動台車の操作者が円滑

に協調し実サービスを行うことで、実社会におけるＣＡのユー

スケースとしての有効性の検証に取り組みました。 

(4)では、2022 年度から特別支援学校の障害児童を対象とし

たＣＡによる就労体験プログラムを開始し、これまで 4 都市（福

岡、札幌、広島、京都）19 校の特別支援学校の生徒 26 名に体

験いただくことで、障害を持つ若年利用者が実社会でＣＡを利

用して就労する上での有用性や重要な環境要素を検証しまし

た。 

３．今後の展開 

ＣＡ技術の普及と社会への影響を拡大するため、分身ロボ

ットカフェによるＣＡ実験環境を国内だけでなく国際的に展開す

ることを目指します。 

２．これまでの主な成果 


